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	イヤセットの概要
	はじめに
	本書はイヤセットの使用について説明しています。各部品のお手入れや交換については、お使いのイヤセットに関連する部分をよくお読みください。付記イヤセットおよびイヤセットの一部の部品は、本書に記載の図と異なる場合があります。また当社は、必要な場合には本書の内容を変更する権利を有します。

	レシーバーと薄型チューブを補聴器に取り付ける方法
	これはレシーバー/薄型チューブを補聴器に正しく取り付けるための方法で、すべてのイヤセットに共通です。正しい取り付け方レシーバー/薄型チューブが補聴器から離れた方向にアーチ状になるように取り付けてください。誤った取り付け方レシーバー/薄型チューブが補聴器の上方にアーチ状にならないようにしてください。


	RIC/RITEモデル用のインスタントイヤチップ
	この章では、RIC/RITE補聴器モデル用の様々なインスタントイヤチップのお手入れと取り扱い方法について説明します。図にはオープンイヤチップの付いた補聴器が示されていますが、他のインスタントイヤチップでも手順は同じです。
	この章では、RIC/RITE補聴器モデル用の様々なインスタントイヤチップのお手入れと取り扱い方法について説明します。図にはオープンイヤチップの付いた補聴器が示されていますが、他のインスタントイヤチップでも手順は同じです。

	お手入れ用具
	補聴器には次の清掃用具が同梱されています。1.クリーニングクロス2.ブラシ3.耳垢除去用具（長）4.耳垢除去用具（短）5.電池取り出し用磁石

	お手入れ
	イヤセットが常に清潔で、耳垢、水分などが付着していないことを確認してください。ご使用後はイヤワイヤを布で拭いてください。インスタントイヤチップは残りのイヤセットから取り外しぬるま湯で洗浄できます。一晩乾燥させてください。イヤセットのお手入れには、液体または殺菌剤は使用しないでください。レシーバーは決して水と接触させないでください。損傷の原因になります。ワックスガードの交換方法については、ワックスガードの項を参照してください 。

	ワックスガードを使用
	ワックスガードは、耳垢の侵入を防ぎ、補聴器を保護するための部品です。必ずワイデックスのワックスガードを取り付けてご使用ください。ご使用のワックスガードに耳垢が詰まっていないことを以下の手順で定期的に確認してください。まず、イヤワイヤからイヤチップを外します。耳垢がワックスガードに溜まっている場合は、ワックスガードを交換してください。図示されているように、ワックスガードのケースを開きます。ワックスガードは以下の部品で構成されています。1.ホルダー2.取外しフック3.新しいワックスガード取外しフックを音口に取付けられているワックスガードに挿入します。そのまままっすぐ使用済みワックスガードを引き抜きます。ホルダーの向きを変えます。音口の開口部に新しいワックスガードを挿入します。ホルダーをまっすぐ引き抜きます。新しいワックスガードは自動的にホルダーから外れ音口に残ります。平らな所に音口を軽く押し付けワックスガードがしっかり取付けられているか確認します。イヤチップを元のように取り付けます。ワックスガードは使い捨てで、お掃除して再使用することはできません。ワックスガードの取付けがゆるい場合は、それを破棄して新しいワックスガードを使用してください。ワックスガードが補聴器の使用中に耳の内側で外れた場合は、医師または販売店に連絡してそれを取り外してください。自分自身でワックスガードを取り除こうとしないでください。

	イヤチップの交換
	必要に応じてイヤチップを交換してください。イヤチップの交換について、またはイヤチップが耳に合わなくなった場合は、販売店にご連絡ください。新しいイヤチップを、点線の位置までレシーバーに押し込みます。レシーバーをイヤチップ内に押し込むと、カチッという音がして所定の位置に収まります。付記イヤチップがしっかりと固定されていることを確認することが重要です。補聴器からイヤワイヤを外そうとしないでください。

	イーチップロックを使用
	インスタントイヤチップの場合は、イヤチップの付け心地を向上させるため、イーチップロックを使用することができます。イヤセットと共に提供された各種イーチップロックを取り付ける方法は以下を参照してください。イーチップロックチューブの側面にある穴から、イーチップロックの尖った先端を引きます。イーチップロックの端がグリップで止まるまで引き続けます。これでイヤセットをお使いいただけます。耳の快適な位置に挿入してください。ロック付きイーチップロック完全に挿入されるまで、レシーバーの平らな端の方向にアンカーロックを押します。これでイヤセットをお使いいただけます。耳の快適な位置に挿入してください。


	RIC/RITE モデル用カスタムイヤチップおよびイヤモールド
	この章では、RIC/RITE補聴器モデル用の様々なカスタムイヤチップとイヤモールドのお手入れと取り扱い方法について説明します。別途記載のある場合を除き、図にはイヤチップ付きの補聴器が示されています。付記イヤチップを耳から引き出す時は、必ず取外し用テグスを使ってください。
	この章では、RIC/RITE補聴器モデル用の様々なカスタムイヤチップとイヤモールドのお手入れと取り扱い方法について説明します。別途記載のある場合を除き、図にはイヤチップ付きの補聴器が示されています。付記イヤチップを耳から引き出す時は、必ず取外し用テグスを使ってください。

	お手入れ用具
	補聴器には次の清掃用具が同梱されています。1.クリーニングクロス2.ブラシ3.耳垢除去用具（長）4.耳垢除去用具（短）5.電池取り出し用磁石

	お手入れ
	イヤセットは、耳垢や水分を取り除いて常にきれいな状態にしてください。ご使用後は、布でイヤワイヤを拭いてください。小さいブラシまたは布を使い、音口部の周りにある目に見える耳垢を取り除いてください。音口部が詰まっている場合は、ワックスガードを交換してください。ワックスガードをお掃除しようとしないでください。イヤチップ／イヤモールドにはベントが付いている場合があります。左の図は、さまざまなタイプのベントのお手入れの方法を表しています。イヤセットのお手入れに液体や殺菌剤を使用しないでください。イヤワイヤが破損する場合がありますので、絶対に、カスタムイヤチップ／イヤモールドまたは補聴器からイヤワイヤを取り外そうとしないでください。イヤワイヤを引っ張って耳から補聴器を取り外さないでください。

	ワックスガードを使用
	ワックスガードは、耳垢の侵入を防ぎ、補聴器を保護するための部品です。必ずワイデックスのワックスガードを取り付けてご使用ください。ご使用のワックスガードに耳垢が詰まっていないことを定期的に確認してください。イヤワイヤからカスタムイヤチップ／イヤモールドを取り外さないでください。図示されているように、ワックスガードのケースを開きます。ワックスガードは以下の部品で構成されています。1.ホルダー2.取外しフック3.ワックスガード取外しフックを音口に取付けられているワックスガードに挿入します。そのまままっすぐ使用済みワックスガードを引き抜きます。ホルダーの向きを変えます。音口の開口部に新しいワックスガードを挿入します。ホルダーをまっすぐ引き抜きます。新しいワックスガードは自動的にホルダーから外れ音口に残ります。平らな所に音口を軽く押し付けワックスガードがしっかり取付けられているか確認します。ワックスガードは使い捨てで、お掃除して再使用することはできません。ワックスガードの取付けがゆるい場合は、それを破棄して新しいワックスガードを使用してください。ワックスガードが補聴器の使用中に耳の内側で外れた場合は、医師または販売店に連絡してそれを取り外してください。自分自身でワックスガードを取り除こうとしないでください。


	EWフック&チューブ(0.9/1.4)用既製イヤチップ
	この章では、薄型チューブ 0.9＆1.4付き補聴器用の様々なインスタントイヤチップのお手入れと取り扱い方法について説明します。
	この章では、薄型チューブ 0.9＆1.4付き補聴器用の様々なインスタントイヤチップのお手入れと取り扱い方法について説明します。

	お手入れ用具
	補聴器には次の清掃用具が同梱されています。1.クリーニングクロス2.ブラシ3.耳垢除去用具（長）4.耳垢除去用具（短）5.電池取り出し用磁石

	お手入れ
	イヤセットが常に清潔で、耳垢、水分などが付着していないことを確認してください。使用後はチューブを布で拭き取ってください。インスタントイヤチップは残りのイヤセットから取り外しぬるま湯で洗浄することもできます。一晩乾燥させてください。イヤセットのお手入れには、液体または殺菌剤は使用しないでください。ワックスガードの交換方法については、ワックスガードの項を参照してください 。

	ワックスガードを使用
	ワックスガードは、耳垢の侵入を防ぎ、補聴器を保護するための部品です。必ずワイデックスのワックスガードを取り付けてご使用ください。ご使用のワックスガードに耳垢が詰まっていないことを以下の手順で定期的に確認してください。まず、チューブからイヤチップを外します。耳垢がワックスガードに溜まっている場合は交換してください。自分自身でワックスガードをお掃除しようとしないでください。図示されているように、ワックスガードのケースを開きます。ワックスガードは以下の部品で構成されています。1.ホルダー2.取外しフック3.ワックスガード取外しフックを音口に取付けられているワックスガードに挿入します。そのまままっすぐ使用済みワックスガードを引き抜きます。ホルダーの向きを変えます。音口の開口部に新しいワックスガードを挿入します。ホルダーをまっすぐ引き抜きます。新しいワックスガードは自動的にホルダーから外れ音口に残ります。平らな所に音口を軽く押し付けワックスガードがしっかり取付けられているか確認します。イヤチップを元のように取り付けます。ワックスガードは使い捨てで、お掃除して再使用することはできません。ワックスガードの取付けがゆるい場合は、それを破棄して新しいワックスガードを使用してください。ワックスガードが補聴器の使用中に耳の内側で外れた場合は、医師または販売店に連絡してそれを取り外してください。自分自身でワックスガードを取り除こうとしないでください。

	イヤチップの交換
	必要に応じてイヤチップを交換してください。イヤチップの交換、またはイヤチップが耳に合わなくなった場合は、販売店にご連絡ください。新しいイヤチップを、点線の位置までフック＆チューブに押し込みます。チューブの端をイヤチップに押し込むと、カチッという音がして所定の位置に収まります。付記イヤチップがしっかりと固定されていることを確認することが重要です。

	EWフック&チューブの交換
	必要な場合にはチューブを交換してください。補給品については販売店にご相談ください。補聴器からチューブを取り外すには、薄型チューブと共に提供された専用ツールを使用してください。付記ツールには様々な種類があります。提供された各種専用ツールを使用するには以下の手順に従ってください。ワイドツール1.図に示される通り、チューブをツールに取り付けます。2.図に示される角度で、補聴器からイヤセットを持ち上げます。3.ツールに新しいチューブを取り付け、補聴器に挿入します。ナローツール1.図に示される通り、チューブをツールに取り付けます。2.図に示される角度で、ツールを下向きに押します。3.ツールに新しいチューブを取り付け、補聴器に挿入します。

	イーチップロックを使用
	イヤチップの付け心地を向上させるために、イーチップロックを使用することができます。イヤセットと共に提供された各種イーチップロックを取り付ける方法は以下を参照してください。イーチップロックチューブの側面にある穴から、イーチップロックの尖った先端を引きます。イーチップロックの端がグリップで止まるまで引き続けます。これでイヤセットをお使いいただけます。耳の快適な位置に挿入してください。ロック付きイーチップロック完全に挿入されるまで、レシーバーの平らな端の方向にアンカーロックを押します。これでイヤセットをお使いいただけます。耳の快適な位置に挿入してください。


	EWフック&チューブ(0.9/1.4)用カスタムイヤチップ
	この章では、薄型チューブ 0.9＆1.4付き補聴器用の様々なカスタムイヤチップのお手入れと取り扱い方法について説明します。付記カスタムイヤチップを耳から引き出す時は、必ず取外し用テグスを使ってください。
	この章では、薄型チューブ 0.9＆1.4付き補聴器用の様々なカスタムイヤチップのお手入れと取り扱い方法について説明します。付記カスタムイヤチップを耳から引き出す時は、必ず取外し用テグスを使ってください。

	お手入れ用具
	補聴器には次の清掃用具が同梱されています。1.クリーニングクロス2.ブラシ3.耳垢除去用具（長）4.耳垢除去用具（短）5.電池取り出し用磁石

	お手入れ
	イヤセットが常に清潔で、耳垢、水分などが付着していないことを確認してください。使用後はチューブを布で拭き取ってください。小さいブラシまたはクリーニングクロスを使い、音口部の周りにある目に見える耳垢を除去してください。音口部が詰まっている場合は、ワックスガードを交換してください。ワックスガードはお手入れしないでください。一部のイヤチップにはベントが付いています。下の図には、様々なタイプのベントのお手入れ方法が示されています。イヤセットは、水、洗浄剤などの液体に接触させないでください。耳から補聴器を取り外す際にチューブを引っ張らないでください。

	ワックスガードを使用
	ワックスガードは、耳垢の侵入を防ぎ、補聴器を保護するための部品です。必ずワイデックスのワックスガードを取り付けてご使用ください。ご使用のワックスガードに耳垢が詰まっていないことを定期的に確認してください。チューブからカスタムイヤチップを取り外さないでください。図示されているように、ワックスガードのケースを開きます。ワックスガードは以下の部品で構成されています。1.ホルダー2.取外しフック3.ワックスガード取外しフックを音口に取付けられているワックスガードに挿入します。そのまままっすぐ使用済みワックスガードを引き抜きます。ホルダーの向きを変えます。音口の開口部に新しいワックスガードを挿入します。ホルダーをまっすぐ引き抜きます。新しいワックスガードは自動的にホルダーから外れ音口に残ります。平らな所に音口を軽く押し付けワックスガードがしっかり取付けられているか確認します。ワックスガードは使い捨てで、お掃除して再使用することはできません。ワックスガードの取付けがゆるい場合は、それを破棄して新しいワックスガードを使用してください。ワックスガードが補聴器の使用中に耳の内側で外れた場合は、医師または販売店に連絡してそれを取り外してください。自分自身でワックスガードを取り除こうとしないでください。


	フック&チューブ用既製・カスタムイヤチップ
	この章では、標準の薄型チューブ付きBTE補聴器モデル用の様々なイヤチップのお手入れと取り扱い方法について説明します。
	この章では、標準の薄型チューブ付きBTE補聴器モデル用の様々なイヤチップのお手入れと取り扱い方法について説明します。

	お手入れ用具
	補聴器には次の清掃用具が同梱されています。1.クリーニングクロス2.ブラシ3.耳垢除去用具（長）4.耳垢除去用具（短）5.電池取り出し用磁石

	お手入れ
	イヤチップを慎重にチューブから抜きます。カスタムイヤチップをご使用の場合は、チューブのお手入れの際チップを取り出す必要はありません。クリーニングスレッドを使い、チューブを清掃します。チューブ内にスレッドを通します。もう一方の端からスレッドを引き出します。クリーニングスレッドの入手方法についての詳細は、販売店にご相談ください 。インスタントイヤチップは残りのイヤセットから取り外しぬるま湯で洗浄できます。一晩乾燥させてください。イヤセットのお手入れには、アルコールまたは洗浄剤は使用しないでください。変色の原因になります。

	イヤチップの交換
	インスタントイヤチップをチューブに取り付けるイヤチップにチューブを一番奥までそっと挿入します。確実に挿入されていることを必ず確認してください。
	カスタムイヤチップをチューブに取り付ける図に示されるように、カスタムイヤチップを持ち、チューブにそっと挿入します。一番奥まで挿入されるまで爪でチューブを押します。

	EWフック&チューブの交換
	図のように、フック＆チューブを後方に持ち上げ、補聴器から外します。図のように、補聴器の上にフック＆チューブを置き、カチッと鳴るまで押します。

	イーチップロックを使用
	既製ダブルドームイヤチップの場合、一体型のイーチップロックを、完全に切り離してください。オープンイヤチップまたはチューリップイヤチップをお使いの場合には、イーチップロックの長さを調節して適当なサイズの輪を作り、耳の中でイヤチップが快適に保持されるようにします。イーチップロックの長さを調節するには以下の手順を実施します。例1イーチップロックをチューブの側面にある小さな穴に通し、イーチップロックの先を引っ張ります。輪のサイズが適当になったら、はさみなどを使い余分な部分を切り取ります。例2点線と矢印の向きにイーチップロックを輪にします。ハート型の輪ができるよう、図のように、イーチップロックの先をチューブの側面にある小さな穴に通します。輪のサイズが適当になったら、イヤセットの方向を変え、はさみなどを使い余分な部分を切り取ります。イーチップロックの輪によって補聴器が耳の中で適切な位置に収まり固定されている場合、輪は適切な大きさです。付記耳の中で不快感が生じないよう、イーチップロックの輪の端が小さい穴に収まり、尖った先端が出ていないことを確認してください。指先を使い、鋭い先端がないことを確認してください。付記カスタムイヤチップの場合、一体型のイーチップロックを完全に切り離してください。


	標準フック用イヤモールド
	この章では、BTE補聴器モデル用の標準のイヤモールドのお手入れと取り扱い方法について説明します。
	この章では、BTE補聴器モデル用の標準のイヤモールドのお手入れと取り扱い方法について説明します。

	お手入れ用具
	補聴器には次の清掃用具が同梱されています。1.クリーニングクロス2.ブラシ3.耳垢除去用具（長）4.耳垢除去用具（短）5.電池取り出し用磁石

	お手入れ
	イヤセットが常に清潔で、耳垢、水分が付着していないことを確認してください。ご使用後はイヤセットを布で拭いてください。ベントがある場合は、耳垢除去用具でお手入れしてください。定期的に、補聴器のイヤフックからイヤモールド付きのチューブを取り外してください。チューブとイヤモールドをぬるま湯でよく洗ってください。一晩乾燥させてください。イヤモールドまたはチューブに水分が残っている場合は、チューブをイヤフックに取り付ける前に、ブロワーなどを使用して水分を飛ばしてください。イヤセットのお手入れには、アルコールまたは洗浄剤は使用しないでください。変色の原因になります。

	チューブの交換
	イヤセットのチューブが破損した場合には交換する必要があります。チューブの交換またはイヤモールドが耳に合わなくなった場合は、販売店にご相談ください。


	記号
	医療機器の表示（ラベルや取扱説明書など）でWidex A/Sによって共通して使用される記号記号タイトル/説明製造元製品は、名称および住所が記号の横に記載されたメーカーにより製造されています。該当する場合、製造年月も記載される場合があります。カタログ番号製品のカタログ（品目）番号。取扱説明書を参照取扱説明書には安全に関する重要なお知らせ（警告/注意）が記載されていますので、製品のご使用前に必ずお読みください。警告警告記号を伴う事項は、製品のご使用前に必ずお読みください。WEEEマーク「一般廃棄物ではありません」製品の廃棄については、危険物質による環境や人の健康を害するリスクを防ぐため、指定されたリサイクル・回収場所に廃棄してください。CEマーク製品は、CEマークに関する欧州指令によって定められた要件に適合しています。RCMマーク製品は、オーストラリアとニュージーランド市場に供給される製品に対する電気安全性、EMC、無線スペクトル規制要件に準拠しています。技術基準適合証明マークこの製品は日本の技術基準適合証明を受けたものです
	医療機器の表示（ラベルや取扱説明書など）でWidex A/Sによって共通して使用される記号記号タイトル/説明製造元製品は、名称および住所が記号の横に記載されたメーカーにより製造されています。該当する場合、製造年月も記載される場合があります。カタログ番号製品のカタログ（品目）番号。取扱説明書を参照取扱説明書には安全に関する重要なお知らせ（警告/注意）が記載されていますので、製品のご使用前に必ずお読みください。警告警告記号を伴う事項は、製品のご使用前に必ずお読みください。WEEEマーク「一般廃棄物ではありません」製品の廃棄については、危険物質による環境や人の健康を害するリスクを防ぐため、指定されたリサイクル・回収場所に廃棄してください。CEマーク製品は、CEマークに関する欧州指令によって定められた要件に適合しています。RCMマーク製品は、オーストラリアとニュージーランド市場に供給される製品に対する電気安全性、EMC、無線スペクトル規制要件に準拠しています。技術基準適合証明マークこの製品は日本の技術基準適合証明を受けたものです





